
第 12回 第４次静岡市総合計画策定会議 

                       日時：令和５年１月 11 日（水） 

                          13 時 30 分から 14 時 30 分 

                       会場：オンライン会議（各執務室） 

１ 開会 

２ 市長挨拶 

３ 議題 

（１） ４次総における指標の設定について         資料１ 

４ 報告事項・その他連絡事項 

（１） 実施計画の策定について               資料２ 

（２） 今後のスケジュールについて           資料３ 

５ 閉会 

【ＺＯＯＭ】ＩＤ：982 3107 6301 

パスコード：533 015 



第４次総合計画における評価及び指標設定の考え方
３次総の評価における課題（政策の体系的な整理や適切な指標設定など）を踏まえ、一律に評価

するのではなく、評価の目的や性質に応じ、メリハリをつけた評価を実施する。

加速する社会変化に柔軟に対応するために、政策・施策・事務事業の改善によりつながるような

評価を実施する。

４次総の評価は、「人口活力の向上」「分野別の政策」「５大重点政策」「事務事業」とする。

人口活力の向上は、４次総における分野別政策、５大重点政策、各事務事業の推進により、図ら

れるものであり、前期・後期の最終年に達成度合いの確認を行う。

５大重点政策は、ロジックモデルを活用したプログラム評価を新たに実施するため、特に４次総

前期は、外部評価委員の意見を伺いながらロジックモデルの見直しに主眼を置いた評価を行う。

指標設定の考え方 運用方法 評価サイクル 評価手法

人口活力の
向上

①定住人口、②交流人口、
③関係人口、④まちと暮らし
の豊かさ、に係る指標を設定

【指標数】７

・人口活力の向上の成果を測るために①～④
それぞれに指標を設定

・毎年指標の進捗確認を行い、前期、後期最終
年に、達成度の確認を行う。

内部評価＋
適宜有識者
意見聴取

1

人口活力
４次総前期 ４次総後期

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２

内部
評価 － － －

〇
4次総

後期に向け
た見直し

－ － －
〇
5次総
に向けた
見直し

※具体的な評価方法については、評価を実施しながら総務局と連携し、見直しを図っていく。

参考：４次総体系図

進捗確認 進捗確認

【人口活力の向上】

指標設定の考え方 運用方法 評価サイクル 評価手法

分野別
の政策

分野全体を代表する指標を
３つ程度設定

【指標数】約30

・指標の達成度合いと要因分析により、分野に
おける政策・施策の取組の進捗状況を評価

・社会情勢や進捗状況を踏まえ、取組事業や
事業内容を見直し

内部評価＋
適宜有識者
意見聴取

５大
重点政策

政策の取組方針に対し指標
を設定
（政策一つに４～６程度）

【指標数】約25

・ロジックモデルを用いて、政策施策を体系的
に整理する

・作成したロジックモデルを活用したプログラム
評価を実施

・ロジックモデル（政策体系）を評価結果に応じ
て見直し、政策の改善につなげる

内部評価＋
外部評価

事務事業
評価

各事業に、アウトプット指標
とアウトカム指標を設定

【指標数】約1500※現状

・アウトプット指標による進捗管理と、アウト
カム指標による成果の確認

・実施事業の見直し
内部評価

【政策･施策･事務事業評価】

内部
評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

外部
評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

４次総前期 ４次総後期
Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２

内部
評価

〇 〇 〇 〇
4次総

後期に向け
た見直し

〇 〇 〇 〇
5次総
に向けた
見直し事業等の見直し 事業等の見直し

ロジックモデルの見直し ロジックモデルの見直し
4次総後
期に向け
た見直し

５次総
に向けた
見直し

内部
評価

〇 〇 〇 〇
4次総

後期に向け
た見直し

〇 〇 〇 〇
5次総
に向けた
見直し事業等の見直し 事業等の見直し

（３次総）

（３次総）

（３次総）

（３次総）

資料１－１



4次総「人口活力の向上」 指標の設定について 資料１－２

区分 指標（単位）
設定の背景

(なぜその指標を設定したか)
計測方法

計測の頻度
現状値
目標値

目標値の設定理由

定
住
人
口

総人口（人）

•人口減少そのものを抑えることが、
本市の発展にとって極めて重要な課
題であることから、指標として設定
（基本計画に明記している）

国勢調査

（５年に１回※Ｒ７、Ｒ
12)

693,389人(Ｒ２) •国立社会保障・人口問題研究
所による、2018年の推計人口
を上回る総人口を目標値とし
て設定

Ｒ７：669,536人超
Ｒ12：646,098人超

交
流
人
口

観光交流客数（人）
•本市を訪れる観光客を増やすことが
経済活性化につながることから、指
標として設定

観光施設の入込客数調査

（年４回調査※四半期ごと
毎月の数値を集計）

15,278,000人(Ｒ３) •「観光・交流」分野で同じ指
標を設定するため整合を図る
•静岡県の観光基本計画及びコ
ロナ禍以前の直近の増加率を
基に算出

Ｒ８：27,788,000人
Ｒ12：28,348,000人

関
係
人
口

「関係人口」創出に資する事
業実施数（事業）

•人数や効果に係る指標を設定しにく
いことから、まずは取組事例を増や
すためのアウトプット指標を設定
•短期で完了する事業もあるため、期
間中に実施した事業の合計とする

庁内調査

（毎年）

３事業(Ｒ４)※調査中

•１年度あたりの、「関係人口
に資する新規事業」を２事業
として目標を設定

Ｒ８：11事業
(R4＋8事業)

Ｒ12：19事業
(R4＋16事業)

ま
ち
と
暮
ら
し
の
豊
か
さ

市
民
意
識
調
査

「あなたは、静岡市に誇り
や愛着を感じていますか」
（％）

•豊かな暮らしが送れるまちには誇り
や愛着が湧く、との考えから指標を
設定

市民意識調査(広報課)

（毎年）

81.5％(Ｒ４)
•総合計画全体を象徴する指標
としてストレッチ目標を設定Ｒ８：86％

Ｒ12：90％

「あなたは、静岡市が活気
があり、人を惹きつける魅
力があるまちだと思います
か」（％）

•豊かなまちとは、人を惹きつける魅
力があるまちである、との考えから
指標を設定

35.9％(Ｒ４)
•少なくとも市民の半数以上が、
まちの魅力を感じている状態
を目指す

Ｒ８：43％
Ｒ12：50％

「あなたは、これからも静
岡市に住み続けたいと思い
ますか」（％）

•まちと暮らしが豊かであれば、市民
は住み続けたいと感じる、との考え
から指標を設定

83.3％(Ｒ４) •４次総全体を象徴する指標と
してストレッチ目標を設定
•（参考）さいたま市総合計画
では、同指標について90％以
上を目標値として設定

Ｒ８：86％
Ｒ12：90％

市民一人あたり市内総生産額
（万円）

•まちと暮らしの豊かさを定量的に測
る経済指標を設定（議会からの政策
提言にも沿う）

「しずおかけんの地域経
済計算」(静岡県データ活
用推進課)

（毎年※ただし２年遅れ
で公表)

504万円／人(Ｒ１) •「第３次産業振興プラン」で
同じ指標を設定する予定であ
り、整合を図る
•コロナ禍以前の直近の増加率
を基に算出

Ｒ８：547万円／人
Ｒ12：587万円／人

定住人口・交流人口・関係人口の取組を総合的に推進し、
まちと暮らしを豊かにする(４次総基本計画 第４章)
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4次総５大重点政策
指標の設定について

資料１－３



４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

2

取組方針 事業の考え方 主な事業

・第２子以降保育料の完全無償化
・出産・子育て応援給付金給付事業
・未就園児等相談支援強化事業
・屋内遊び場施設整備調査事業
・あったかしずおか・寄り添い子育て

情報の発信（SNS、子育て応援総合サイト）

（１）
子どもが安心して育ち、子育てしやすい環境が充
実している

【指標案】
・子どもを生みやすい、育てやすい環境が整っている
と思う市民の割合

・自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合

狙い

子どもを持つ親が安心して子育てができる環境が
整っている

困難を抱える子ども・若者が安心して生活できて
いる

子どもの育ちと長寿
を支えるまちの推進
【子ども・子育て＋健康長寿・誰もが活躍】

目指す姿

取組の方向性

・城内中学校エレベーター等整備事業
・医療的ケア看護職員配置事業
・医療的ケア児等コーディネーター設置事業

・ヤングケアラー支援事業
・外国人児童生徒等支援事業
・教育相談員活用事業（小学校）
・発達早期支援事業
（あそびのひろば、ぱすてるひろば）

・経済的な負担感や不公平感の解消に資する事業
・妊娠・出産・子育て過程における孤独感・不安感
の解消に資する事業

・子育て支援情報の発信力強化に関する事業
・安全・安心な子育て環境の充実に関する事業

・インクルーシブ教育・保育の推進に関する事業
・多文化共生教育の推進に関する事業
・心の不安を抱える子ども・若者への支援事業
・教育の機会均等に資する事業
・子どもの貧困対策に関する事業

・かかりつけ医の総合的評価による介護
予防事業

・認知症ケア推進体制整備事業
・静岡型MCI改善プログラム普及事業
・清水区脳梗塞予防実証実験事業負担金
・医師確保支援事業（２）

市民が、住み慣れた地域で、健康で自分らしく暮
らすことができている

【指標案】
・健康寿命
・就労・社会参加に取り組む市民の割合

医療・介護の専門職による切れ目ない支援が受け
られている

市民の連携による地域での支え合い体制ができて
いる

・地域包括支援センターの運営及び機能強化

・重層的支援体制整備事業への移行準備事業

・Ｓ型デイサービス事業
・地域生活支援ﾈｯﾄﾜｰｸｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ配置事業
・自殺対策事業

・在宅医療・介護にかかる専門職の連携の促進に
関する事業

・認知症に係る適時・適切な医療・介護の提供体制
整備に関する事業

・介護予防を促進するための事業
・日常生活、終活支援、見守りに関する事業
・生きがい、社会活動の環境整備に関する事業

子どもから高齢者まで、誰もが心身ともに健康で人生を楽しみながら、
自分らしく活躍し、暮らすことができるまちづくり

•人口減少・少子高齢化によって現役世代が減少するとともに、将来を担う子ども・若者を取り巻く課題が複雑化している現代において、持続的に人口活力を向上させていくために
は、まちづくりの主体である市民が、世代や立場、生活環境を問わず、心身ともに健やかに育ち、生きがいをもって自分らしく活躍できる社会の仕組みづくりが必要です。
•そこで、安心して楽しく子育てができる環境の整備や、困難を抱える子ども・若者といった特別な支援を必要とする市民への対応の強化などに取り組みます。
•さらに、誰もが住み慣れた地域で、いつまでも健康で暮らし活躍できるよう、様々な関係機関等の連携による切れ目のない支援体制の構築や、市民が自主的に健康長寿、就労・社
会参加のために活動できる環境づくりなどに取り組みます。

市民が自主的に健康長寿で活躍していくための取組
を行っている

・就労困難者への支援に関する事業
・生涯を通じた活躍の促進に関する事業
・健康づくりに関する事業

・誰もが活躍支援プロジェクト検討事業
・生涯現役地域づくり環境整備事業
・就職氷河期世代再チャレンジ支援事業
・生涯活躍のまち静岡（CCRC）推進事業
・食育推進事業
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関連するＳＤＧｓゴール

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）



4次総５大重点政策 指標の設定について

子どもの育ちと長寿を支えるまちの推進

取組方針 指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

子どもが
安心して
育ち、子育
てしやすい
環境が充
実してい
る

【指標１】
子どもを生みや
すい、育てやす
い環境が整って
いると思う市民
の割合

安心して楽しく子育てができるためには、環境の整備が重
要である。子どもを生みやすい、育てやすい環境が整って
いると実感している市民の割合の推移を把握することで、
施策の効果を測定し、その向上を図る。

妊娠後期、１歳児、
２歳児における子
育て家庭へのアン
ケート調査（子ども
家庭課調べ）
（毎年）

（現状値）28.9％（R4）
（市民意識調査20～40代）

新制度移行後（H27～）の市民意識調
査（静岡市が子育てしやすいまちだと思
うか）において最も高かった数値である
H28の４６．６％（20～40代平均）を
超える５０％をR12の目標値とし、現状
値とR１２の目標値の中間値をＲ８の目
標値として設定。

R８ ：40％
R12：50％

【指標２】
自分にはよいと
ころがあると思
う児童生徒の割
合

子どもが安心して育つためには、困難を抱える子ども・若
者への支援が重要である。自己肯定感が高く、いきいきと
成長できている子どもの割合を把握することで、施策の
効果を測定し、その向上を図る。

全国学力学習状況
調査

（毎年）

（現状値）小学生８０.４％（R4）
中学生７７.２％（R4）

過去の調査結果では、年によって結果
にばらつきがある。更にコロナの影響も
あり数値は減少傾向である。そのため、
ばらつきがある本市の数値を比較する
より全国平均を確実に上回ることを成
果とする。本市と全国平均との比較で
は、小学校が＋１.4％、中学校が＋
0.7％であるが、小学校で＋１を達成で
きていない年度もあることから、前期は
＋１、後期は＋２を目標値として設定。

R8  ：全国平均＋１
R12：全国平均＋２

市民が、住
み慣れた
地域で、健
康で自分
らしく暮ら
すことがで
きている

【指標３】
健康寿命

更なる高齢化が進む中、市民ができる限り健康で住み慣
れた地域で自分らしく暮らしていけることが重要である。
健康寿命の推移を把握することで、施策の効果を測定し、
その延伸を図る。

厚生労働科学研究
班による公表

（３年に１回）

（現状値）
男性：73.07歳（R１）

女性：75.25歳（R１）

2016年を起点に2040年までに健康
寿命を男女とも３年以上延伸を目指す
国の目標を踏まえ、2040年の指定都
市１位（浜松市）の健康寿命を算出。この
健康寿命からR8、R12の数値を逆算し、
その数値を上回る目標値を設定。
（逆算した数値：
R8 男性74.39歳、女性77.17歳
R12 男性74.85歳、女性77.62歳）

R８：（男性）74.4歳
（女性）77.2歳

R12：（男性）75.0歳
（女性）78.0歳

【指標４】
就労・社会参
加に取り組む
市民の割合

生きがいをもって自分らしく活躍できるためには、就労の
みならず、それぞれの状況やニーズに応じた社会参加を支
援していくことが必要である。
就労・社会参加に取り組む市民の割合を把握することで、
施策の効果を測定し、その向上を図る。

指標①これまでボランティア活動や社会貢献活動に参加
したことがある市民の割合
指標②30歳以上に占める「仕事あり」の市民の割合

（指標①）
地域福祉に関する
市民アンケート調
査
（４年に１回）

（現状値）75.5％（R3）

目標値を策定時以上の向上に設定。
R８ ：現状値より向上
R12：R8値より向上

（指標②）
国民生活基礎調査
（３年に１回）

（現状値）62.0%（R1）

目標値を策定時以上の改善に設定。
R８ ：現状値より改善
R12：R8値より改善

【指標５】
検討中

候補①医療・介護連携がうまくいっていると感じている専
門職の割合
候補②要介護高齢者一人当たりの医療費用及び介護費用
候補③要介護認定率

※（仮）静岡市健康長寿・誰もが活躍の
まちづくり計画に合わせて設定予定
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４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

取組方針 事業の考え方 主な事業狙い

アートとスポーツがあふ
れるまちの推進
【まちは劇場＋スポーツ振興】

目指す姿

取組の方向性

「文化芸術」と「スポーツ」の力を活かして、市民の暮らしが豊かになる
とともに、国内外の人々が活発に交流するまちづくり

•文化芸術、スポーツは、人々の感受性や創造性を育むとともに、多くの人の心を一つにする力を持った、暮らしの質の向上と地域経済の成長に欠かせない要素です。

•本市においては、演劇、音楽、伝統芸能といった四季折々に展開される「まちは劇場」による文化芸術と、サッカーをはじめとする多種多様なスポーツが、市民の生活に根付いて
おり、これらの地域資源をさらに磨き上げ、まちづくりに活かしていくことが必要です。

•そこで、市民が日常的に文化芸術に触れ、参加する機会の創出や、本市の文化芸術を求めて国内外から多くの人々が訪れるための仕掛けづくりなどに取り組みます。

•さらに、市民スポーツからトップレベルのスポーツまで、それぞれのステージでスポーツに親しむための環境づくりや、スポーツを通じて国内外の人々との活発な交流を促進する
ための場づくりなどに取り組みます。
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・市民文化会館再整備事業
・賑わい創出イベント事業
・市民参加型舞台公演事業
・ストレンジシード開催事業
・まちは劇場コンサート事業
・まち劇スポット事業

（１）
静岡の魅力・文化を求めて国内外から多くの人が
来静し、市民がまちは劇場としての文化芸術に親
しんでいる

【指標案】
・身近に文化芸術等が感じられるまちだと思う
市民の割合
・文化活動を行っている市民の割合
・文化芸術施設の入込客数

・核となる文化芸術による賑わい創出事業
・「まちは劇場」プロモーション事業
・静岡市プラモデル化計画推進事業
・駿府匠宿模型体験導入検討事業
・国際文化交流・発信事業

・日常生活のなかで文化芸術に触れる場の創出
(小規模イベント開催、スポットの創出・活用)

・パフォーマー、アーティストの育成

・文化芸術(まちは劇場)による交流促進
・地域の産業資源を活用した交流促進
・市外へのプロモーション活動

・「東静岡アート＆スポーツ／ヒロバ」

運営事業

・パラバドミントンサポートシティ推進
事業

・部活動環境支援事業

・アリーナ整備事業
・サッカースタジアム整備事業

（２）
スポーツの力を活かし、国内外との交流が促進さ
れ、市民がスポーツに親しんでいる

【指標案】
・スポーツ実施率
・スポーツをすることが好きな小中学生の割合
・スポーツ観戦者数

市民スポーツからトップレベルのスポーツまで多
くの人がスポーツに親しんでいる

スポーツにより、市内外の交流が活性化している

・アリーナ整備事業（再掲）
・サッカースタジアム整備事業(再掲）
・スポーツを通じた青少年国際交流事業
・全国少年少女草サッカー大会
・大学野球ｵｰﾀﾑﾌﾚｯｼｭﾘｰｸﾞ in 静岡開催

事業補助金
・企業版ふるさと納税を活用した「プロ

スポーツチーム等連携プロジェクト」

・スポーツを「する」場の創出
・スポーツを「支える」場の創出

(ステージに応じたスポーツ機会の創出)

・トップレベルのスポーツを「みる」場の創出
・ホームタウンチームとの連携・協働の推進
・スポーツツーリズムの推進

多くの人が日常的に様々な文化芸術に触れ楽しん
でいる

文化芸術により、市内外の交流が活性化している

関連するＳＤＧｓゴール

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）
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取組方針 指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

静岡の魅力・
文化を求め
て国内外か
ら多くの人
が来静し、市
民がまちは
劇場として
の文化芸術
に親しんで
いる

【指標１】
身近に文化芸術
等が感じられる
まちだと思う
市民の割合

文化芸術に日常的に触れることが出来ているかを測る指
標として、アンケートで身近に芸術文化等が感じられるまち
だと思う市民の割合を把握することで、施策の効果を測定
し、その増加を図る。

市民意識調査
（２年に１回）

（現状値）39.7％

半数以上の市民が身近に文化芸術が
感じられるまちと思うことを目標に設
定。R８ ：45.0％

R12：50.0％

【指標２】
文化活動を
行っている
市民の割合

実際に文化芸術の鑑賞や創作活動等を市民が行っている
かを測る指標として、アンケートで文化活動を行っている市
民の割合を把握することで、施策の効果を測定し、その増
加を図る。

市民意識調査
（４年に１回）

（現状値）82.4%

８割の高い水準であるため、現状を維
持することを基準に、少し高めること
として設定。R８ ：83.7％

R12：85.0％

【指標３】
文化芸術施設
の入込客数

実際に文化芸術による交流がされているかを測る指標とし
て、美術館や博物館、市民文化会館等の文化芸術施設の年
間来館者数を把握することで、施策の効果を測定し、その
増加を図る。

観光交流客数調査

（毎年）

（現状値）2,160,699人
（精査中） 観光交流文化局の観光交流客数調査

（美術館、博物館、ホールなど）から算
出。指標２と同様の割合で増加するこ
とを見込み設定。

R８ ：2,194,800人
R12：2,289,000人

スポーツの
力を活かし、
国内外との
交流が促進
され、市民
がスポーツ
に親しんで
いる

【指標４】
週一回以上の
スポーツ実施率
（16歳以上）

スポーツをすることで、市民が健康的で心豊かに暮らすこ
とに繋がるという考え方から、定期的にスポーツをしてい
る市民の割合を把握し、施策の効果を測定し、その増加を
図る。

スポーツ振興課の
アンケート調査及
び市民意識調査
（２年に１回）

（現状値）55.9%

R８は、国のスポーツ基本計画に準拠
し設定。
R１２はR8の値を維持を目標とする。R８ ：70.0％

R12：70.0％

【指標５】
スポーツをする
ことが好きな
小中学生の割合

幼少期にスポーツに触れ、生涯にわたってスポーツに親しむこ
とで、心豊かな暮らしに繋がるという考え方から、小中学生の
スポーツに対する興味関心を把握し、施策の効果を測定し、そ
の増加を図る。

スポーツ振興課のア
ンケート調査
（４年に１回）

（現状値）50.2％（R3）

好き、どちらかというと好き、どちらか
というと嫌い、嫌いの４項目でアンケー
トを実施する。好きと回答した割合が最
も高かったH３０(５６.２%)を目標とし
た。

R８ ：53.２％
R12：５６.2％

【指標６】
ホームタウン
チームのホーム
ゲーム観戦者数

ホームタウンチームの市内におけるホームゲーム観戦者数
を把握し、施策の効果を測定し、その増加を図る。

各チームのホーム
ゲーム観戦者数
（毎年）

（現状値）2３5,528人 コロナで減少した観戦者数の回復やR
５から新たに卓球などのホームタウン
チームが加わり、市内での試合開催も
増加するため、現状値から１万人ずつ
増加として設定した。

R８ ：27５,０00人
R12：３１５,０00人

4次総５大重点政策 指標の設定について

アートとスポーツがあふれるまちの推進



４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

取組方針 事業の考え方 主な事業狙い

城下町の歴史文化を守り
抜くまちの推進

目指す姿

取組の方向性

徳川氏を中心とした本市の歴史に対して市民が誇りと愛着を抱くととも
に、国内外の人々が駿府城公園周辺の静岡都心を訪れ賑わうまちづくり

•駿府城公園周辺の静岡都心は、260年にわたる天下泰平の時代を築いた徳川氏などにまつわる数多くの歴史資源と、商業、業務を中心とした高度な都市機能を兼ね備えています。こ
うした城下町ならではの特徴を活かして、市民の歴史に対する誇りと愛着を醸成するとともに、歴史資源と都市機能が有機的に融合した、風格と賑わいのあるまちづくりを進める
ことが必要です。
•そこで、静岡都心において、来街の目的となる拠点の整備とそれらを活用したイベント等の実施や、豊富な歴史資源と中心市街地の商店街等をつなぐための回遊性の向上などに取
り組みます。
•さらに、市民が本市と徳川氏などの関連性を知り歴史を理解する機会の創出や、国内外に向けた歴史資源の魅力や価値の発信などに取り組みます。
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・夜間景観整備事業（駿府城公園エリア）
・歴史博物館管理運営事業
・お堀の水辺（葵舟）活用事業
・駿府城跡天守台野外展示事業
・東海道歴史街道まちあるき推進事業

（１）
駿府城公園周辺の歴史資源を目的とした来訪
者が増えている

【指標案】
・駿府城公園を中心とした観光施設の入込客数
・徳川氏にゆかりのあるまちであると思う市民の割合

・大河ドラマ活用推進事業
・静岡市美術館 大河ドラマ巡回展開催支援事業
・第78期本因坊戦第１局開催事業負担金
・第81期名人戦開催事業負担金
・しずおか囲碁まつり事業負担金
・A級順位戦開催事業負担金
・重点政策広報

・歴史に関する主要施設の整備
・主要施設を活用したイベント等の実施
・歴史資源の新たな発見・活用
・駿府城公園周辺施設の一体的な活用

・歴史博物館や大河ドラマを活用した情報発信
・歴史、徳川氏に関する情報が整理発信
・歴史、徳川氏に紐づく大規模イベントの実施
・徳川氏に関連する市町との連携（教育現場等）

・御幸町９番・伝馬町４番再開発補助金・負担金

・チャレンジショップ出店支援助成事業
・商店街等魅力発信事業
・学生と連携した商店街課題解決事業

（２）
中心市街地の賑わいが増えている

【指標案】
・中心市街地の歩行者通行量
・静岡の中心市街地に賑わいや魅力を感じる市民の割
合

中心市街地に商業・業務などの魅力ある施設・空
間などが増えている

中心市街地のウォーカブルの推進とエリア内の回
遊性が向上している

・静岡駅南口駅前広場再整備事業
・しずチカ空間再構築事業
・呉服町線(紺屋町地区)モール化推進事業
・北街道線魅力空間創出事業
・交通適正化事業

・静岡都心における魅力的な施設の整備の推進
・静岡都心の商業活性化

・快適な歩行者空間の確保
・公共空間を活用した賑わいづくり
・駿府城公園周辺と中心市街地の商店街等をつなぐた

めの回遊性の向上

駿府城公園周辺に歴史に関連した魅力ある施設や
イベントが増えている

市内外に徳川氏などにゆかりのあるまちと認知さ
れている

関連するＳＤＧｓゴール

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）



取組方針 指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

駿府城公
園周辺の
来訪者が
増えてい
る

【指標１】
駿府城公園を中心
とした観光施設の
入込客数

来訪者の増加には、来街の目的となる歴
史関連施設等の整備とそれらを活用した
イベント等を実施する必要がある。
当該指標を把握することで、施策の効果
を測定し、その増加を図る。

観光交流客数
調査

（毎年）

（現状値）83,590人（R3） 「観光・交流」分野の目標値設定同様、
県観光基本計画（R7にコロナ前に設定
したR4目標値を達成）を参考に、より
早いR6に達成することを目指す。R７
以降は、コロナ前の増加率2％を目標
値とした。

以下の歴史関連施設を抽出し、目標値算出。
・駿府城公園（東御門・巽櫓・坤櫓・紅葉山庭園）
・静岡浅間神社（本殿参拝、一般参拝）
・歴史博物館
・大河ドラマ館

R８ ：510,000人
R12：550,000人

【指標２】
徳川氏にゆかりのある
まちであると思う市民

の割合

来訪者の増加には、国内外の人々に対し、
本市の特色である徳川氏の歴史資源につ
いて情報発信を行う必要がある。
当該指標を把握することで、施策の効果
を測定し、その増加を図る。

市民意識調査

（毎年）

（現状値）77.2%（R4）
現状値が77.2%であることから、
R12は80.0％を目指す。R8はその中
間値の78.5％とした。R８ ：78.5%

R12：80.0%

中心市街
地の賑わ
いが増え
ている

【指標３】
中心市街地の
歩行者通行量

静岡都心の賑わい増加には、中心市街地
や駿府城公園、浅間神社との回遊性を高
める必要がある。当該指標を把握するこ
とで、施策の効果を測定し、その増加を図
る。

静岡地域中心市
街地通行量・来
街者調査（継続
調査58地点の
歩行者総数）

（毎年）

（現状値）329,448人
（R3）

中心市街地活性化計画【静岡地区】
（R4.4）の目標値設定同様とした。
R8：コロナ前（R1）の数値に計画期間
内（歴博＋御幸町９番・伝馬町４番再開
発）の想定増加数を追加。
R12：コロナ前5か年で最高水準であ
るH30の通行量を基にコロナ禍前の
水準以上を目指す。
※R12は、中活計画等に合わせ見直しを図る

R８ ：395,096人
R12：402,000人

【指標４】
静岡の中心市街地に
賑わいや魅力を感じる

市民の割合

静岡都心の賑わい増加には、静岡駅、駿
府城跡など、各拠点をつなぐ仕掛けや各
種イベントの実施等により魅力や賑わい
を創出をする必要がある。当該指標を把
握することで、施策の効果を測定し、その
増加を図る。

市民意識調査

（毎年）

（現状値）30.4%（R4） 歴史博物館や様々な拠点整備が進み、
静岡都心に賑わいが創出されるため、
現状値30.4%からR12には50％を
目指す。R8はその中間値の40.0％と
した。

R８ ：40.0%
R12：50.0%

4次総５大重点政策 指標の設定について

城下町の歴史文化を守り抜くまちの推進
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４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

取組方針 事業の考え方 主な事業狙い

港町の海洋文化を
磨き上げるまちの推進

目指す姿

取組の方向性

清水港に集積するオンリーワンの地域資源を活かして、海洋産業や海洋研究
が発展するとともに、国内外の人々が交流し賑わう「国際海洋文化都市」を
目指すまちづくり

•国際拠点港湾である清水港は、国内有数のコンテナ取扱量や、クルーズ船入港隻数といった高い港湾機能を有する物流・人流のゲートウェイであり、その周辺には大学・研究機関
に加え、世界文化遺産の構成資産である三保松原などの観光資源が存在しています。こうした高いポテンシャルを活かしながら、「みなと」と「まち」が一体となり、環境と経済
が調和したまちづくりを進めることが必要です。
•そこで、清水港周辺エリアにおける賑わい創出の核となる拠点の整備や、清水港の魅力の国内外への発信を通じた多くの来訪者の誘導などに取り組みます。
•さらに、清水港・駿河湾の特徴と環境を活かしながら、脱炭素などの高い付加価値を生み出す産業の振興や戦略的なＭＩＣＥ誘致を推進するとともに、産学官などの多様な主体の
連携による、海洋に関わる人材の育成などに取り組みます。

8

・海洋文化都市施設建設事業
・清水駅東口歩行者ネットワーク整備事業
・海釣り公園整備事業
・清水港線跡遊歩道整備事業
・ﾅｲﾄﾂｰﾘｽﾞﾑ推進事業（清水エリア）
・新興津地区交流施設検討事業
・清水駅周辺地区次世代交通実装事業

（１）
清水港周辺の賑わいが増えている

【指標案】
・清水港周辺の観光施設の入込客数
・清水港客船寄港数
・清水の中心市街地に「賑わい」や「魅力」を
感じる市民の割合 ・駿河湾フェリー運航事業負担金

・海洋文化都市普及促進事業
・清水港客船誘致委員会負担金
・清水港マグロまつり開催補助金

・清水港に関する拠点施設の整備促進に関する事業
・清水港周辺の主要施設を活用したイベント等の実
施
・清水港周辺の回遊性向上

・グリーン水素供給設備整備事業補助金
・グリーン電力地産地消推進事業
・脱炭素先行地域再エネ設備等導入事業補
助金（日の出エリア）
・海洋クラスター創造事業
・清水港コンテナ航路誘致事業
・まぐろのまち静岡推進事業（中部横断道
沿線市町へのPR事業）
・清水港ポートセールス事業

（２）
清水港・駿河湾の特徴と環境を活かした、
産業・研究が活発になっている

【指標案】
・清水港コンテナ取扱個数
・脱炭素先行地域に関連する企業等の
投資累計額
・海洋関連の産学共同研究の数

清水港周辺の産業が育成・発展している

海洋産業に関連した人材や海に興味を持つ人が増
えている ・海洋文化都市普及促進事業

・海洋クラスター創造事業

清水港周辺に魅力ある施設やイベントが増えてい
る

清水港の魅力が国内外に伝わっている
・清水港の地域資源を活かしたイベント等の実施
・清水港周辺の魅力の国内外へのプロモーション
・清水港の魅力・価値の発信

・物流機能の強化
・新たな産業が生まれやすい環境整備
・海洋関連産業の誘致へのインセンティブ

・海に興味を持つ人を増やす
・海洋に関する教育推進
・海洋MICE誘致の推進

関連するＳＤＧｓゴール

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）



取組方針 指標名
設定の背景

（なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

清水港周
辺の賑わ
いが増え
ている

【指標１】
清水港周辺の観光施設

の入込客数

本市の交流人口の増加には、観光交流客数が
大きな要素となる。
観光施設の来場者数の推移を把握すること
で、施策の効果を測定し、その増加を図る。

観光交流客数調査

（毎年）

（現状値）3,782千人（R3）
R3に年間１万人以上の観光客が訪れ
た施設を抽出。（三保松原、三保真崎グ
ランドゴルフ場、エスパルスドリームプラ
ザ、河岸の市、マリナート、ま・あ・る）コロ
ナ前の数値5,761千人に海洋・地球総合
ミュージアム及び海釣り公園の想定入込
客数を見込んだ数値を目標値とする。

R８ ：6,4５1千人
R12：6,２１1千人

【指標２】
清水港客船寄港数

賑わいの創出には、多くの人に訪れてもらう
ことが重要であり、外国からの誘客も必要で
ある。清水港は本市の海の玄関口としての役
割を持ち、多くの観光客が乗船している客船
の寄港数により施策の効果を測定し、その増
加を図る。

清水港管理局

(毎年)

（現状値）１２隻（R3） R8は、コロナ前の実績の最大値を目標
とする。
R12は、コロナ前の入港予約実績数の
最大値を目標とする。

R８ ：42隻
R12：70隻

【指標３】
清水の中心市街地に「賑
わい」や「魅力」を感じる

市民の割合

海洋文化施設や海釣り公園などの整備や
様々な誘客イベントの実施により魅力や賑わ
いを創出をする必要がある。当該指標を把握
することで、施策の効果を測定し、その増加
を図る。

広報課が実施する
市民意識調査

(毎年)

（現状値）4.9％(R4) 清水都心の賑わいは、現状の静岡都心
の30％を目指して取り組んでいく。
（静岡都心R４:３０．4％）
4次総の８年間では、４年間で約５％ず
つ増加させることを目指す。

R８ ：１０％
R12：15％

清水港・駿
河湾の特
徴と環境
を活かし
た、産業・
研究が活
発になっ
ている

【指標４】
清水港コンテナ取扱個数

清水港周辺で産業が活発になるためには、静
岡市の物流業にとって重要な地域資源である
清水港を市内外の企業に発信し、その利活用
を図ることが重要である。本市内の産業の活
発と清水港のコンテナ取扱個数は一定程度、
相関関係にあると考えられるため、当該指標
を設定した。

清水港管理局発表の
数値（静岡県公表統
計資料） ※暦年

(毎年)

(現状値)562,610ＴＥＵ
(R3)

過去最大値（H18実績）をR8の目標値
に設定する。
Ｒ12は３次総前期期間（Ｈ２７-３０）か
ら3次総後期期間（R１～Ｒ４、R4は見
込値）の伸び率2.45％を見込んだ数
値とする。

R８ ：572,399ＴＥＵ
R12：586,423ＴＥＵ

【指標５】
脱炭素先行地域に
関連する企業等の
投資累計額

清水港周辺で産業が活発になるためには、
カーボンニュートラルポートを目指す清水港
において、脱炭素の取組などの新たな産業創
出が重要である。脱炭素の取組が経済の活性
化に寄与することを図るため、当該指標を設
定した。

脱炭素先行地域が活
用できる補助金等を
活用した事業の事業
費累計額調査

(毎年)

(現状値)0百万円（実績）
(R4)

（R4計画額 1,358百万円)

脱炭素先行地域に応募した事業計画を
基に、目標を設定する。
（計画に記載した３エリア（清水駅東口/
日の出/恩田原・片山）のうち、恩田原・
片山エリアを除く）

R８ ：5,800百万円
R12：7,000百万円

【指標６】
海洋関連の産学共同

研究の数

清水港周辺で研究が活発になるためには、海
洋に関連する研究が増加することが重要であ
る。海に関連する人材や海に興味を持つ人を
増加させるため、教育機関を巻き込んだ産学
共同研究の数を指標とする。

産業政策課が関係機
関へのヒアリング

(毎年)

(現状値)6件(R4)
市で主に関わっている機関が支援する
研究数を目標値に設定する。（海洋クラ
スター協議会、Ｂーｎｅｓｔ、商工会議所）
R12の10件を目標とし、令和８年度は
その中間値として8件とする。

R８ ：8件
R12：10件

4次総５大重点政策 指標の設定について

港町の海洋文化を磨き上げるまちの推進
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４次総 ５大重点政策の概要

ロジックモデル（案）

取組方針 事業の考え方 主な事業狙い

オクシズの森林文化を育
てるまちの推進

目指す姿

取組の方向性

オクシズが都心と支え合い、住み続けられる地域になるとともに、自然
環境と森林を活かした賑わいが生まれ、持続的な経済活動が営まれるま
ちづくり

•本市の市域の約80％を占める中山間地域は、豊富な自然と、地域の伝統文化や農林業といった人々の営みが共存し、「オクシズ」の愛称で親しまれています。都心の豊かな暮らし
にも恩恵をもたらすこの地域の魅力と強みを活かし、安心して住み続けられるオクシズを形成していくことが必要です。
•そこで、オクシズにおける買い物、医療、教育等の生活機能の維持や、地域コミュニティを維持するための移住促進等による新たな担い手の確保などにより、生活利便性の向上に
取り組みます。
•さらに、農地や森林の適正な利用と保全を意識した経済活動のための環境づくりや、新たな観光交流拠点の整備と観光客を呼び込むための効果的な情報発信を通じた地域の賑わい
づくりなどにより、雇用と仕事の確保に取り組みます。

関連するＳＤＧｓゴール

10

・暮らし続けることができるオクシズ
構築事業

・静岡型MaaS実証事業
・地域おこし協力隊配置事業
・中山間地移住促進事業
・野生鳥獣被害対策事業

（１）
オクシズの生活利便性を向上させ、安心して生活
を送ることができている

【指標案】

・オクシズ地域の定住人口
・移住世帯件数

不便なく生活するための機能が確保され、移住先
としても選ばれている

住民の生活に必要なインフラが整備されている

・三峰落合線・南アルプス公園線
改良事業

・両河内スマートIC（仮称）整備事業
・オクシズ地域学校再編事業
・大河内診療所移転・新築事業

・生活機能維持に必要な支援（移動・買い物）
・移住促進による地域活力の向上

・安心して暮らせるインフラ整備
・教育医療など生活に必要な施設整備

・南アルプス市民参加による生き物調査事
業、森づくりツアー実施支援事業
・南アルプスユネスコエコパーク高山植物
由来酵母活用事業
・オクシズ漆の里構想事業
・静岡地域材活用促進事業
・オクシズ地域づくり事業協同組合設立支
援事業

（２）
オクシズに雇用と仕事が確保されている

【指標案】
・森林整備面積
・オクシズ地域の新規事業支援数
・温泉入場者数

オクシズの自然環境が保全・活用されている

観光交流客でにぎわい、活気がある

・両河内地区自然の家整備事業
・清水森林公園整備事業
・国民保養温泉地プロモーション事業
・南アルプスユネスコエコパーク賑わい創
出事業
・南アルプス周辺登山道整備事業
・梅ヶ島新田温泉改修事業
・お茶ツーリズム推進事業

・オクシズの森林・農地の適正管理の推進
・担い手の育成
・自然環境の活用を促進

・オクシズの観光施設の活用
・市営温泉の魅力向上
・オクシズに関する情報発信

※赤枠内は実施計画に掲載（取組方針・主な事業）



取組方針 指標名 設定の背景(なぜその指標を設定したか）
計測方法
計測の頻度

現状値
目標値

目標値の設定理由

オクシズ地
域の生活
利便性向
上

【指標１】
オクシズの旧安倍６村
及び両河内地区の定

住人口

オクシズが住み続けられる地域であるために
は、オクシズに住む人を維持し、コミュニティ
が維持されていくことが重要である。オクシ
ズの生活利便性を向上させることで、定住人
口の減少幅の縮小を目指していくため、特に
人口減少が激しい、旧安部６ケ村と両河内地
区の人口を指標とする。

住民基本台帳
（毎年）

（現状値）6,418人（R4.9） 国土技術政策総合研究所「将来人口・
世帯予測ツール」によるR12の旧安部
６村と両河内の人口予測（4,874人）
から、１０％上昇を目指す。R8は、
R12年までの減少幅の中間値を目標
とする。

R８ ：5,900人
R12：5,400人

【指標２】
オクシズへの
移住世帯件数

オクシズが住み続けられる地域であるために
は、オクシズに住む人を維持し、コミュニティ
が維持されていくことが重要であるオクシズ
への移住を促進することで、定住人口の減少
幅の縮小を目指す。

空き家情報バンク経
由の移住世帯数
（毎年）

（現状値）１２世帯（R3）
地域の受け入れ体制も鑑み、年間15
世帯がコンスタントにオクシズに移住
することを目指す。R８ ：15件世帯/年

R12：15件世帯/年

自然を活
かした雇
用と仕事
の確保

【指標３】
森林整備面積

オクシズの自然を活用していくためには、間
伐等を行い森林が適切に整備・管理されるこ
とが必要である。森林整備面積を増加させる
ことで、活用を促進していく。

国、県、市、民間が実
施した整備面積の合
計
（毎年）

（現状値）545ｈａ/年（R3）
要間伐森林を削減し、林業の持続可能
性を高めるために必要な整備面積を
算定。計画的・継続的に整備を実施し
ていくという考え方のもと、700ｈａ/
年の整備を継続していくことを目標に
した。
なお、森林整備（間伐）は10年から15
年間隔で繰り返し行うことにより残存
木を良質なものに仕上げると同時に、
森林の公益的機能を維持増進する役
割があり、林業従事者が減少する中で
これを維持するために最低限行う面積
を指標としてあげていることから、Ｒ8
とＲ12の目標値を同じ面積とする。

R８ ：700ｈａ/年
R12:700ｈａ/年

【指標４】
オクシズにおける
新規事業支援数

オクシズの雇用増加につなげるため、オクシ
ズにおける地域団体や企業等が行う新規事
業の増加を目指す。

オクシズ元気ビジネス
支援事業の事業数
（毎年）

（現状値）２件（R3） オクシズにおける地域団体や企業等の
新規事業を支援することで、雇用につ
なげていくために、年間５件の新規事
業支援を目標とする。

R８ ：５件
R12：５件以上

【指標５】
温泉入場者数

オクシズの観光交流拠点の魅力を向上させる
ため、市営温泉のリニューアルを実施してい
く。それにより、入場者数を増やし、オクシズ
への観光交流客を増加させ、賑わいを作って
いく。

各温泉施設の入場者
数
（毎年）

（現状値）90,335人（R3） R６までにコロナ前の水準（12万人程
度）に戻し、その後温泉施設のリニュー
アル等により魅力向上を図り、入場者
数を増加させる。

R８ ：年間15万人以上
R12：年間20万人以上

4次総５大重点政策 指標の設定について

オクシズの森林文化を育てるまちの推進

11



1

4次総分野別の政策
指標の設定について

資料１－４



誰もが健やかに生きがいをもって、自分らしく地域で共に生きることのできるまちを実現します

本市は、充実した生活環境や地域活動、元気な高齢者、小圏域における多職種による在宅医療・介護連携を強みに、健康長寿・生涯活躍のまちづくりを進めてきま
した。
一方、人口減少や少子高齢化等を背景とした要介護者、認知症高齢者、単身高齢者、孤立死の増加、「8050」「ダブルケア」「ごみ屋敷」「親亡き後」等の複合問

題世帯の増加、民生委員等の後継者不足、医療・介護の担い手不足等の懸念が増大しています。
また、生活困窮者、就職氷河期世代、障がい者・手帳不所持のボーダーライン、刑務所出所者等の就労困難者への対応に加え、生活困窮者の衣食住確保、がん・生

活習慣病や自殺、依存症等に対する「からだ」と「こころ」の健康づくり、新興・再興感染症や生活・食品衛生の健康危機管理等の課題への対応も、より重要となっ
ています。
そこで、市民が安心して健やかに、生涯を通じて生きがいをもち、自立した生活を営むとともに、人と人とのつながりの大切さを認識し、身近な地域で互いに心を

通わせながら、支え合い共生することができるまちの実現を目指します。

① 健康・福祉
分野

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3
政策・施策体系図4

政策 施策 主な事業

政策１
地域共生・地域福祉を推進
します

③地域福祉を支える人
づくり・意識づくり

②多様な主体が協働す
るつながりづくり・
場づくり

①一人ひとりに必要な
支援を届ける仕組み
づくり

包括的な支援体制の整備
（重層的支援体制整備事業）
権利擁護の推進
(成年後見制度利用促進事業）

地域で支え合うつながりづくり
(避難行動要支援者避難支援事業)
誰もがいきいきと活躍できる場所づ
くり（生涯活躍のまち静岡（CCRC）推進事業）

福祉ボランティアの確保、育成(民
生委員・児童委員の活動支援)
支える側・支えられる側の垣根のな
い社会参加の推進

政策３
障がい者共生・福祉を推進
します

③多様なニーズに対応
した地域生活の支援

②障がいのある方の社会
参加の促進

①障がいの有無にかかわら
ず、権利や意思を尊重で
きる市民意識の醸成

障がいへの理解を深める活動の促進
（障害者差別解消法に基づく相談事業、

心のバリアフリー関連事業）

雇用と福祉の連携等による障がい者
就労の支援（就労移行支援、障がいの見える化
を軸とした就労アセスメントの推進）

地域移行・定着のための支援体制の
構築（地域生活支援拠点等整備事業、精神障がい
にも対応した地域包括ケアシステムの構築）

政策２
健康長寿・高齢者福祉を
推進します ③市民の自主的な

健康長寿・誰もが活躍
の取組の推進

②市民の連携による地域で
の支え合い体制の整備

①医療・介護の専門職の
連携による支援

認知症総合支援の推進
（認知症ケア推進センターの運営、
認知症初期集中支援事業）

生活支援・見守りや終活の推進
（生活支援体制整備事業・高齢者見守り

ネットワーク推進事業）

就労・社会参加の推進
（高齢者の就労促進事業、しずおか
ハッピーシニアライフ事業）

④持続可能な介護保険制度
の実現

サービスの「量」と「質」の確
保（介護職員初任者研修受講就労助成
金事業、ケアプランの点検）

政策４
健康づくり・地域医療を推
進します

③健康に関する危機管理
体制の充実

②安心して暮らせる地域
医療の確保

①生涯を通じた「からだ」
と「こころ」の健康づく
りの推進

予防・健康づくり・データヘル
スの推進（清水区脳梗塞予防実証実
験事業、特定健診・保健指導事業）

地域医療・救急医療の確保
（病院群輪番制運営費助成、急病センター運営
事業、精神科救急医療体制整備事業）

新型コロナウイルス感染症を含
む新興・再興感染症対策の推進

（情報発信、啓発活動、ワクチン接種、静岡
市新型インフルエンザ等対策行動計画の見
直し）

４次総 分野別の政策の概要
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健康・福祉分野

指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 目標値の設定理由

【指標１】
健康寿命

更なる高齢化が進む中、市民ができる限り健
康で住み慣れた地域で自分らしく暮らしていけ
ることが重要である。
健康寿命の推移を把握することで、施策の効
果を測定し、その延伸を図る。

厚生労働科学研究
班による公表

（３年に１回）

（現状値）
①男性：73.07歳
②女性：75.25歳 (R1）

2016年を起点に2040年までに健康寿
命を男女とも３年以上の延伸を目指す国
の目標を踏まえ、2040年の指定都市１
位（浜松市）の健康寿命を算出。この健康
寿命からR8、R12の数値を逆算し、その
数値を上回る目標値を設定する。
（逆算した数値：
R8 男性74.39歳、女性77.17歳
R12 男性74.85歳、女性77.62歳）

R８ ：①74.4歳
②77.2歳

R12：①75.0歳
②78.0歳

【指標２】
互いに助け合う暮
らしやすいまちだと
思う市民の割合

地域活動の担い手の高齢化や複合化した課題
を抱える世帯が増加する中、地域で支え合う体
制の維持・構築が必要である。
暮らしやすいまちと思う市民の割合を把握す
ることで、施策の効果を測定し、その増加を図
る。

市民意識調査

（毎年）

（現状値） 54.０％（R4） H25からH３０は、大幅に上昇
（36.0%→59.6%）したが、直近は
Ｒ３：54.9％、R4：54.0％とやや減少
傾向にある。
減少要因をコロナによるつながりの希
薄化と想定し、中間（R8）目標値は、コ
ロナ直前のH30の値（59.6%）とし、
最終（R12）目標値は、現状値から中間
値の伸び率（+5.6ポイント）を踏まえ、
65.0%とする。

R８ ：59.6％
R12：65.0％

【指標３】
障がいのある人と
ない人の地域にお
ける共生が進んで
いると思う市民の

割合

障がいのある人が、障がいのない人と同じよ
うに生活していくための支援や、地域住民の一
人として地域活動に参加できる共生社会の構
築が必要である。
地域共生が進んでいると思う市民の割合を把
握することで、施策の効果を測定し、その増加
を図る。

静岡市障がい者共
生のまちづくり計
画改定に係るアン
ケート調査

（３年に１回）

（現状値）
①障がいのある人：11.7％
②障がいのない人：16.0％

（R1）

障がいのある人・ない人ともに、最終（R12）
目標値を30%に設定した。
R1のアンケートの聞き方により、数値が低く
出てしまったこともあるが、コロナ禍において、
３次総の目標（30%）を達成できたとは考え
にくいことから、ポストコロナを迎える４次総
期間において、改めて、コロナ禍以前の目標達
成を目指す。中間（R8）目標値は現状値と
R12目標値の中間値を設定する。

R８ ：①21％、②23％
R12：①30%、②30％

【指標４】
壮年期・中年期（30
～64歳）人口10万
人当たり死亡数

市民の皆さんが健康で活躍してもらうには、
「こころ」と「からだ」の健康増進が重要である。
健康問題に直面し始める30～64歳人口の死
亡者数（人口１０万人あたり）の推移を把握する
ことで、施策の効果を測定し、その低減を図る。

人口推計及び人口
動態統計（厚労省）
から市で算出

（毎年）

（現状値） 189人（R3） H26（238人）とR3（189人）を比較し
た直近８年の減少率が20%であり、最
終目標値を現状値の概ね80%と想定
し150人と設定。中間（R8）目標値は現
状値とR12目標値の中間値（170人）
を設定する。

R８ ：170人
R12：150人

4次総分野別の政策 指標の設定について
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人口減少・少子高齢化に伴う核家族化や地域コミュニティの希薄化により、地域の子育て支援や教育といった、子ども・若者を取り巻く環境は大きく変わりつつあり
ます。また、社会全体でも、グローバル化やデジタル化の進展に加え、自然災害や感染症といった生活におけるリスクの増大などの環境変化が生じています。
このため、孤立感、負担感を抱くことなく安心して子育てができるよう、行政や地域、関係団体が一体となり、「しずおか総がかり」で子どもを生み育てやすいまち

の実現を目指します。
また、質の高い保育・教育が受けられるよう、快適で豊かな施設の整備や優秀な人材の確保など、安全・安心で信頼される保育・教育環境づくりを目指します。
さらに、すべての子ども・若者が、置かれた環境に関わらず活き活きと学び成長できるよう、個別のニーズに応じた切れ目のない支援に取り組むとともに、一人ひと

りが自分の長所や可能性を認識しつつ、多様な他者を尊重し、協働しながら自らの力で未来を切り拓いていくことができる力を持った子ども・若者の育成を目指します。

② 子ども・教育
分野

政策１
自らの力で豊かな未来を切り
拓くことができる子ども・若
者を育成します

③教育DXの推進

②グローカルに活躍
できる人材の育成

①自ら学び、共に生きる
力をもった子ども・若
者の育成

こども園におけるESDの推進
静岡型小中一貫教育の推進
学力向上支援策の推進

国際教育の推進（ALT、地域人（GET）
活用事業）
しずおか学の推進
二十歳の記念式典行事

GIGAスクール構想の推進

デジタル時代を生きる子ども・若者
の規範意識、資質、能力の育成

政策３
「しずおか総がかり」で子ども・
若者・子育て家庭を支援し、子ど
もを生み育てやすいまちづくりを
推進します

③学校、家庭、地域等
の連携の充実

②安心して子どもを産み育
てられる環境づくり

①子ども・若者・子育て
家庭を支える地域づくり

ファミリーサポートセンター事業
子育てトーク事業

多子世帯への負担軽減
結婚、妊娠出産に対する包括的支援
ひとり親家庭への支援

コミュニティ・スクール導入推進事業
部活動改革

政策２
子ども・若者が誰一人
取り残されず成長でき
るよう支援します

③子ども・若者の
安全安心な居場所
づくりの推進

②いじめ・不登校・
ひきこもり対策の
推進

①特別な支援を必要
とする子どもの
保育・教育の推進

医療的ケア児を含む特別支援教育の推進
静岡型ヤングケアラー支援
インクルーシブ教育・保育の推進

こころのケアの推進
ひきこもり対策推進

家庭的養護の推進と里親支援
子ども若者相談事業
様々な居場所（サードプレイス）づくり
の推進（子ども食堂など）

政策４
信頼される保育・教育環境
づくりを推進します

③安定した質の高い
保育・教育の提供

②充実した保育・
教育環境の整備

①子どもの安全対策
の推進

通園、通学路における安全確保の推進
防災教育の推進
児童虐待防止対策の推進

施設の整備、長寿命化の推進
適正規模・適正配置の推進
スマート子育ての推進（書類提出の電子化など）

放課後児童クラブ室の整備

教職員、保育教諭等の確保、育成の推進
教育保育の質の向上のための適正な人員配置

学校における働き方改革プランの推進

４次総 分野別の政策の概要

2030年の目指す姿1
取組の方向性2

関連するSDGsのゴール3
政策・施策体系図4

すべての子ども・若者が、夢や希望をもって、健やかで、たくましく、しなやかに育つまちを実現します
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子ども・教育分野
指標名 設定の背景（なぜその指標を設定したか） 計測方法/計測の頻度 現状値/目標値 ※（）は全国平均 目標値の設定理由

【指標１】
将来の夢や目標を
もっている児童生
徒の割合

目指す姿の、「夢や希望をもって」という部分を
測ることができる指標として設定した。

全国学力学習状
況調査

（毎年）

（現状値）
小 78.4%（７９．８）
中 65.1%（６７．３） （R4）

過去の調査結果を見ると、年によって結
果にばらつきがある。さらにコロナの影
響もあり全国的に数値が減少傾向になっ
ている。そのため、ばらつきがある本市の
数値を比較するより全国平均を確実に上
回ることを成果とする。目標値は、本市と
全国平均の直近３年間の値との比較で、
小学校が‐0.2％、中学校が‐2.1％であ

ることから、目標値として設定する。

R8 ：全国平均＋１
R12：全国平均＋２

【指標２】
自分にはよいところ
があると思う児童
生徒の割合

「自分には良いところがあると思う」＝困難を抱え
る子どもを含めたすべての子どもの自己肯定感が
高い状態と考える。そのため、自己肯定感を高め
ることが、すこやかでたくましくしなやかな力を
持った子どもを育てることにつながると考え、当
該指標を設定した。

全国学力学習状
況調査

（毎年）

（現状値）
小 ８０.４％（７９．３）
中 ７７.２％（７８．５） （R4）

上記と同様の理由により、全国平均を確
実に上回ることを成果とする。目標値は、
本市と全国平均の直近３年間の値との比
較で、小学校が＋１.4％、中学校が＋
0.7％であるが、小学校においては＋１を
達成できていない年度もあることから、
目標値として設定する。

R8  ：全国平均＋１
R12：全国平均＋２

【指標３】
子どもを生みやす
い、育てやすい環境
が整っていると思う
市民の割合

保護者目線において、市の子育てサービスを総合
的に測ることができる指標と考える。
当初掲げていた「今後も静岡市で子育てをしてい
きたいと思う市民の割合」が、既に高い割合となっ
ており、４次総において子育て政策に力を入れる
にあたり相応しい指標であるかを改めて検討した
ところ、子育て家庭をターゲットにしたアンケート
を別途実施できる等、懸念事項をクリアできるこ
とから指標を改めた。

妊娠後期、１歳児、
２歳児における
子育て家庭への
アンケート調査
（子ども家庭課調
べ）

（毎年）

（現状値）28.9％（R4）
（市民意識調査20～40代）

新制度移行後（H27～）の市民意識調
査（静岡市が子育てしやすいまちだと思
うか）において最も高かった数値である
H28の４６．６％（20～40代平均）を
超える５０％をR12の目標値とし、現状
値とR１２の目標値の中間値をＲ８の目
標値として設定する。

R8 ：40％
R12：50％

【指標４】
保育所等待機児童
数（①４/１及び②
10/１時点）及び放
課後児童クラブ待
機児童数（③５/１時

点）

待機児童が解消されることで、保護者の希望に
沿った就労実現につながる。それにより、充実した
子育てにつながると考えられ、子育てと仕事の両
立が実現する。また、希望する子どもが漏れること
なく園、クラブに通うことができ、他の園児、児童
と触れ合い、多様な経験を共にすることで、「健や
かで、たくましく、しなやか」に育つと考えられる。
そのため、子ども目線と保護者目線の双方を測る
ことができる指標として設定した。

子ども未来課調
べ

保育所等
（年２回）
放課後児童クラ
ブ （毎年）

（現状値）
①０人 （R4.４.１）
②57人（R４.10.1）
③30人（R4.5.1）

保育所等、放課後児童クラブの待機児
童対策は、子育てしやすいまちを実現
するうえでも重大な課題と認識してお
り、静岡市子ども子育て若者プランと同
様に、０人を目標として設定する。R8 ：①～③ ０人

R12：①～③ ０人

4次総分野別の政策 指標の設定について
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